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はじめF、　 ・呉　』』知嘲めいているか砧れぬが“不幸を韻った障観に漣
　陣害児にとっても，遊びなレ 1その心身め発達，健康の　　全な遊びを与え顧彼等の心身の発達と健康の維持を計多

維持，機能の回復のために・も非常に有効な働ぎをなずも　　ための遊具曹それを我々は福祉遊具ど名づけたわげで

のである。欧米諸国においてはヂ以前がら障害児のため　　あるが7を考案し』その美現をめざしたむのでおるよう

の児童遊園や遊具が考案され， 治療効果や教育効果を議　　　　　　　　　　1』㌃　・電ぷ∵『、潜1△　 　l丸彩

げると共セこ，彼等の生活の内容を楽しく，充実したもの二、選伊額毎レ1乙・
』』溶
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・』1、9
粥させている。 　、　一　』
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ぐ

1二し匡　　　・」前述した郊く乳障害児0治療訓練の過程にミおレ）て耀遊

し挑， わが駄勘訟，』公共鰍の一鯨脚期励鮪髄機能醗揮す麹ので籾！講醐セ9
ズ，障害児のための施設や設備がつく られ七は．ぎてめる！　遊県奪、僅吊レその活発な遊びが展閉さ れ蚤、二 とが畢ま『

が・遊鄭ついては・全く躍されていたといってよいれる・し熱そのたやに購轡もづた児童が疎全
状態にあり，そのための研究も殆んどなされていなかっ　　嶋オ能な映り， 「自古の力嵐r創遥凶な〆遊び本来の活

たといってよかろう。障害児施設におかれている遊具の　．動が可能な設備なり，遊具が用意されねばな昏参い。障

殆んどは，健常児を対象とした遊具であり，障害に対する　　害児を対象にした遊具の開発は，前にも述べ為如く統合

配慮な殆んどなされていないため，時には危険にさらさ　 教育なり保育を効果的に行うためにも拝蟻ひ彰も必要な

れることもあり，難する人間も，鯛する轄児も・　ものである・今回の研究は・関騨群の綿を総合化

その使即甑的にならざるをえなかったわ㌣ナであ初　し・鰭児施設やイソラグレイシ1轟締よ牌団遊びに

そのた疎，iいよいよ轄児の齢する遊期制約を受おける断融を鞭として・1轄罪嘩欝適した遊

マ1三繋ll灘1灘1二ll趨霧集轡謄幣
の統合卿り・統舎保育がさかんに行われるよ榊B今回の騨蛭の：搾解順桝たがって
ってき醐その際には，灘や曝の遊具を・両拶蝦鄭顔・… 　 昌日…

それに適レたものでな、く て畦なら融はずである2．健常児

に≧って曝危険がなく、とも障害児にとっては危険なもの

も当然あるであろう。そのような条件を考えた時，新 し

い発想にたった遊具の英現が．切に望まれるわけであるる
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　その①調査一小山

　その②解析一伴　　』．1　し㌧ド　 レ
3）　外国文献による考察一高城

の1）～3）の結果に基づく雛遊即舌ぞくレ㌘勿．

　作成一加川，橋本

　皿、研究結果し考察

　1）の①肢体不自由児施設における　一

肢体不自醜と一・に蛎ても暦ろヤ｛ろ蠣類の臨

害があり，それぞれ心身の発達ある》、ほ行動様寅を異に

しており・これらの肢体不自由児に対すお遊具を』括し

て考えることは困難である。南枢神経系疾患をもつ子ど

もの場合には，運動衷出の異常と共に，感覚知覚などの

受容系の機能にも何らかの欠隔をも？，てレ）笥場合が多

い。中でも脳性麻痺（C　P）児はゴ特に視1聴覚訟どの

受容系の機能に障害が多いといわれている。いわぱ，表

面上の運動障害のみでなく，…多くの感覚障害が内在して

ヤ・1る。しかも，現在では，肢体不自由児の70～80％がこ

う・した複雑な障害をもづC　P児といわれている。運動系

のみが障害の主体どなら1ているものと，受容系にも多く、

・の障害をもつものと’では， ：当然，個人の心身の発達に及

ほす外的刺激の意味が異なるであろう。

　これらのことを考慮して，肢体不自由児の遊具を考え

る時，』C　P児め心身の特性と遊具の関連を中心課題とす

るこ と・が必要であるポ更にガ・ このような障害児に対する

遊具は， 観念的に作製されるべきでな鳥彼等自 身の昌

　　　　　ド　　ヘ　ヤ　　．、、． 鋤職脚の麟（遊具） と簾 （％）、

　へ．％115

　一ドに基づいたものでなければならない。そこで，ここ

壽は卯勲日常蝉獅璽遊びの鶏の調査畦づ
　いて，遊具の問題につめて考察したい。

　C　Pは，成畏途上に生じた四肢の構造上の欠損という

よりド主として出産周辺期における中枢神経系疾患によ

　る四肢機能上の障害であり，四肢は形の上では存在して

　いても，その不随意性により，正常に機能することが函

．、難な状態である。更に運動機能の障害のほかに，感覚障

魯，知能障害，言語障害など，多くの随伴的障害が認めら

1れ，いわば彼等は肢体の不自由のみでなく，他の身体障

害を併せもっ、ている重複陣害児といえる。従って彼等に

対しては，、rあらやる角度からの働きかけが必要であり，

早期からの治療，訓練もぜひなされねばならない。それ

　も，限られた時間，限られた場所だけでのものでなく，

　日常生活におけるあらゆる生活経験を通じ，心身の機能

の改善，強化につなぐぺき訓練なり，教育が必要なので

ある。従って遊具も，当然彼等にとっては精神的，身体

的な「訓練具」と考えることができる。』ベゾり嶋

　oC P児遡）遊ぴに関する調査　　、

　「q2児参日常隼活において，．実際にどのよ うな遊具
を，承ど㊨よう篤使っ．て遊んでいるかという二と．を， 次分

種類り調李を通じて茜て．みよう。　　　 　 ．　
』、・

・1い

　調査（1）　　　：一： 　 　、 r　ゴ　1 1 、〆’

』－

　K肢体不自由児施設に在園する3歳から 6歳までの¢

P幼児33名萱対象とし，・1名当り10回， 1回40分間め観

察を行い・遊びめ内容ジ使用した遊具，遊びの継続時間
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1高橋他：障害児⑫福祉に関す番研究1

第2図遊びの平均継続時間（分）
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を記録した。

　凋査（2）

　同じくK肢体不自由児施設におレ）て，、③歳から、5歳の

．qP幼児男女12名宛を対象教し積木を用いてP1βyτgo典

の中で遊ばせ，その操作，使用の状態にっいて観察を行

：づたる』 、　ト　ー』 ・『1．二小』くパr－ 侍 、、一

ヒk結 　果　　 、．ニヤ く㌧ンk』
二

』r r三、

　調査（1）の結果を集計 しず その遊びの内容と頻度，’平均

繍時間につレ・て表わ二した ものが第、132図である。、

」遊びの内容は，一1第ユ図にみられる．ように，己テレピド傍

観などのような薄的な遊びが上位を占め，・ブロヅ・グモrザ

イクρ描画，積木などを扱う動的な遊びは下位に位置し

ているε、，㌧し二か1しデ．脅回の遊び時間をみる乏，，ζれらの順

位は必ずしも頻度≧夢致して鰹ない。 、、
第2図ンテレこゼ

を除葦と，』積木，匡描薦．ごちこ遊びゼfブローックな二どの動

的な遊びが上位を占める傾向にある淋第 1ゲ2図からC

P児の遊びをみると，運動，動作を要する構成または操

作飽な避びは妊機会と ．しては少なヤ、が，，r度須めう鴬比

韓的畏く遜牽売すう傾向凌事 あゑ とし）拓．よ一うす ・時間を1遊県△

砂関心度gTl？ρ揖1栗とルズみ：為／ξ，役等皇ま静的な遊び

衆み雪な二くむ動的な避県さρ興心の韓蚤を癖 レて叱）1う喜

出が考1え痘れる蚕1斗の傾向を歯，簿舞木騒おレ〉‡最濁琢著

で多うφ箱棟木でをま頻度豊じ頂娯堺ヴル避びに次酔で少

な邸町姪園数が躯鴎窟み？塵で1・（痩回Φ備間礁疲も舜

12　13 14　15』
16

く1約20分セあった。 更にこの場禽同じ積木でも，小

型のものでほ1頻度と時間で箱積木と大きな差があり，・

彼等の遊具に射す←る艶っの考え方が示唆されている とい・

えようず即ち憂1揖導孝卸琴鴬ザて積木どしての概念礪rr

鯉も小型1も同じ働うが・章rCP児殿顧は異な占蜘
ものとして受け≧め！ら熱ヌ』・るよ 畢時問経続す盗；≧捗

裸作琶）易：レさが考亀転れン逆に須度は高いが短時間継続

の遊具ではジ1、＝関心は向けられるが操作が困難な喪あ壱蜀瞳

びが繕続＝しないであろiう萱1≧1が推測されるげ・役等藍斎とミゥ

てll操作tし易い・こ≧恭遊具呑り大きな』mρサv鱒o耳1とな

る窒思われるず操侮些：易b葺窒の憩味1で醤F． 上肢特に寮

殖よそ一s≧i11，ぜかり置な窟・｝身体璽曾部を月恥て遊具を

操作す．為蚤出も含言れ為剤IC　P児φ多く壱む・特に指の機

能悔が悪く凱微細渾動鍾巧《f準動・卑qtgr寧腫1耳）奪より多

く必要とする遊具はゲ裸作困難なわけであうg彼等礁暫

丈う遊県毫）条任の訳ρタ曳寒，1粗六運動技巧鵬よ診ズ操

作1し得：盗も¢～が考民色れ多び毒酒あろうう 。』ン薫1ヒ
、．r

・1調査の結果から全般の傾向2：、しズジ．頻慶の低恥動的な’

遊具釣ヂ関令め程度は静的湖を大きな差はないと思わ

れ！るよ ・しかし，ジ前述1じたよシう1虞彼等の遊具は鳶機能性之　．

の関連】で考える二之が重要であるδ気、㌧、1岐玉一　　　：、1∫き

4この点に関する一っの資料と三して5、』部の遊びむ電？り〉

拓頻度重時間を対象児の運動機能との闘連潭桑駒と第β』

図の通りである。ここでとりあげたもめ嫉，琴頻度ウ毒位，

．＝ 7・印
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第3図運動機能別の頻度と時問
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　　　　　0
　　　　　　　　重　　・中　　　軽
　　　　　　　　　　　　等
　　　　　　　　度　　　度　　度

・3つの遊びと箱積木遊びである。運動機能の分類とし

て，重度・＝移動不能及び寝返り程度，中等度＝移動可能

であるが四つ這いまたはつかまり歩き，軽度：独歩可能

などで， 移動能力を中心にして分類した。 1『

　頻度についてみると， テレビは重度児が低く1中，軽

度が順次高いごとが認められる。これは移動の要因に基

づいた傾向であ桝中， 軽度児ではテレビを継続的に見

るといろのセなくレ他の遊びに移り易い［ことを示すもの

であるる 逆に傍観 会話では，・霞度児が高レ、頻度を示し

ており1・重度児の場所移動の函難さによ一り，1同一揚所で

の静的遊びを多く示すことが考えられる。動的遊びの一

つである箱積木では，三者とも同程度の頻度がみられ

た。

　時間ゐ点そみると，テレビを除いたいずれも1重度児

より軽度児の方が短かい時間を示している。経度児では

重度， 中等度児に比較、して自己の関心，rあるレ、は毎一ド

によヴて行動することが容易であるために， 」つの遊び

に固執する必要 もなく，’遊びが普通児のように短時間で

激しく変化するものと思われる。しかし，重度児では，

身体的状況から一つの遊びに対して園執せざるをえない

ことが考えられる。 箱積木遊びにおいて，この状況は特

に顕著である。

分

　30時

間

20

10

q
、

　、
　、
　、
　、
　　、
　　、
　　、
　　、一
　　　覧』
　　　、
　　　、
　　　咲
　　　　、、
　　　　　、』
　　　　　㌧、
　　　　　　もや
　　　　　　ち桜　　　　　、、

、　　　　　　　　廿
　￥
　、　　￥
　　￥本噂　　、

、、’
＝・、、

　　　　　、、㍉ム
　　　　　　、　　　　　　　x

Il
テ　　鋳
レ

ビ　　観

ヤ　？
1　　　　3

呉　凸
会　　箱

　　積
話　　木

重

度

中

等
慶

軽

度

・これらの結果から， 童度児は一方で軽度児の遊びを眺

めていることが多い演，他方では構成遊びへの関心が大

きいことが推測されよう。

　次に，以上の蘭査（エ）で示された遊びの中がら特に頻度

が低く，時間の長い箱積木について，遊具への関わり方

を調査し，彼等の二一ドを考察してみる。

　調査（2）は前記の如く，r箱積木を使用しての観察調査で

あり，13歳から5歳のC　P児24名を対象にして各個人に

10回の観察を行った。対象とした子どもは，身体機能は

重，中，軽度ともほぼ同数であり，知的能力もIQもほ

ぼ等しいものである。観察場面は，心理観察用のplay

rOQmに箱積木のみを用意し，箱積木により自由遊びを

課した。1回の対象児は6名であり，観察者は2名であ

る5観察時間は45分で記録は調査（エ》の場合と同様であ

る。

　結果の処理は，箱積木への関わり方と操作の方向性に

ついて集計分析をした。遊具の関わり方としてi①直接

操作：手足その他の身体部分を使って積木を直接藻作す

る状態，②媒介的，間接的使用＝他の遊びのために積木

を使ったり，接触したり，あるいは他児の積木遊びを見

つめるなど，何らかの形で間接的に積木に関わる状態，

③その他：積木から全く離れて会話をするとか，戸外を

一138一



r高橋他：障害児め福祉比関する耕究

銚あ《いるまうな積木に無関係な状態の3種類のもの捷

分類した乙’方向性は， 運動機能の難易性に対応し11空間
的次元に基づいて，・平面的配列1＃・各積木が床面に接．しズ

並べられたもの，”空間の積み重ね，1ロ空問における積木の

組合わせに分け‘「 それぞれ一方向，』二方向，「多方向どし・

たみ1 1』－ r∴一辱
・1・ 沖ご、∵l　I 』唱ミ

：』1機能性別に分けた時の遊具の関わり方を時澗で示す

と，第4図である。①の直接操作では重度児が最も短か

く，中等度児が最も長い時間かかわづていだ ； と心にな

るポ中等度児は軽度児ほ どではない魁∫、勤為狸度ρ操作

が可能であり＞㌧集中 して遊具を扱うと恩われるβ 実際に

軽度児の揚合には，．遊具から瞬れる煩向輝強、くド』 「その

他』の時間が全体鈴約29％を占めてヤ、る免重度， 中等度

児そまドそれぞれ15％ゼ12％で昂番。 中等度児は②の間接

的関与も少なくド積揮的に箱積木を操作している6・これ

に対して重度児賎直採的操作は少ないが・、他児（中璽

軽度児）・の遊びに対して間接約なかかわり方はかなり多

くしている6　、

　次に，機能別に操作の方向性を・みたのが第5図であ

る。重度児の大部分は足で遊具を操作し，単純に平面的

に並べる1こ・とのく1り返しをしており，二方向，1 方向の

遊びは殆んどできない乙・これら重，中，．軽度児の知的能

力がほぽ等しいことを考えると，運動機能が構成的遊び

を制限レて野為 と推測でぎう。1しか←彼等ゆ昌野ド！は，

、第5図』積木操作の方向性i

・10託』
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遊具に関与する時間からみる と，重度児も軽度児二も変り

なく，、むし．ろ重度児の方が強いことが考えられる。

　考 察．

・調査結果から，C　P児の遊びと・してほ』 一この蓮動機能

の障害から，当然，感覚受容的な遊びが中心を占めてい

るが，普通児と同様に運動，講成，，操作的な遊びへの二

一ドも認めることができる。調査（2）の行動調査の後で，

何をしたかを対象児にきいたところ，多方向的な遊びが

0％であるにもかかわらず，彼等からは「飛費機を作っ

た」，「マソションを作った」というように，二方向，あ

るいは多方向の遊びをしたことの報告が多くきかれた。

この場合，重度児は軽度児が話しながら積み重ねたもの

を傍で見ることによって積木遊びを｝緒に行ったと考

え，そうした穀告がなされたものと界わやるglこれらの

ことは・重度児が・軽度児と同様の遊びへの参加を内的

に俸験し∫おり，その時問はむしろ軽度児以上に長いこ

とを示しており，内的欲求の一側面とみてよかろう。肢

体不自由児の中でも，重度児にとって遊具は，視覚的な

楽しみの受容的要素が多分に含まれなければならない。

しかし，彼等の心理的機制としては，単に見て楽しむと

いう乳児的なものではなく，見ることがその遊具を使っ

て他児の遊びに参加することを意味する。更に彼等の場

合，自己の身体の一部を遊具にふれているという状態に

より，遊具の操作体験の意識につながるものと考えるヒ

ともできる。

　これらの調査結果からみても，肢体不自由児の遊具条

件について考える時，決して指導者側が勝手に構成した

概念で彼等のための遊具を考えてはならぬということが

わかる。普通児の一般遊具を使うことにより， 普通児と

の一体感を育て，遊びの内容の知的内容を高め，情熱的

発達を促す弔とを可能解するわけである。従って，外形

のみを同一化にし，材質り全く異なるもの（例えばスポ

ソジ様の積未）とか，積木の角を極端に丸ぐするという

ような工夫は意味がないどもいえるわけであ．る。彼等の

日常の遊び踊での観郷らも講禅勤あげ「電刺

をつくる際には・ス脚轍のも鱒使わ拠きことが多

い。スポソジ様の積木は，むしろ畢でけと壱ざ曳為り，投

げる・励ばボールの代用として され鰻とが多
い。　　　　　　　． 　　 ㌔．壌　　1き1

次に遊期大きさでは調査轡レ・鷹齢れるよ

うに・遊具に「もた勉かる↓鳴ヒよ磯個．が多く

なり・普通児力励 型聾う大轡のが必
要である・　　．5　；　 ※ 『…

　肢体不自由児のためめ遊具が，しばしば安全性を強調

するのあまり，彼等の真ゐ遊びに対する二一ドを充たし

得なかったことは事築であろう。．．もちろん彼等の行動制

限に伴う体験の不足を補う意味では，形と して完成され

受容性の少ない遊具（例えば動物玩具iままごと勉蛎ト

な ど） も必要であろうが，感覚の統合能力の欠陥を矯正

するために，、構成的な玩具を欠かすことはでき・ない。つ

まり，肢体不自由児に対する遊具には， 身体的，精神的

機能の訓練意欲をひき嵐す訓練遊具としての性格をもた

せるこ、とが必要なのである。

　1）の②精神薄弱児施設における．、

O精神薄弱児の遊びに関する調査

精神薄弱児の場合比も，その障容ゐ程度は，様々であ

り， 遊びめ種類や内容も当然それぞれに異らたものがあ

るゐで，・数少ない泰例研究から， 彼等の心身の機能ゐ発

達を促進させi楽しみを与える遊具の必要条件ゐ全てを

見出すことが函難なことはいちまでもないじ今回の調査

研究も，一施設の限られた数の精神薄弱児を対象に1した

竜のなので，彼等の遊具比対する昌」ドのいくつかの限

られた種類のものを通じ，彼等の必要とする遊具め条件

を明らかにすることを 目的としたものである。 ’

騙調査方法

　知能遅滞幼児の通園施設であるA園において，日常子

ども達の保育場面における行動を詳細に観察し，その遊

びの内容を記録し，分析を行い，その行動にみられる特

徴を閉らかにし，その中で遊具とのかかわり方や遊具の

果す役割について考察を行った。対象児は，日常の基本

的生活習慣の訓練が可能な程度の知能遅滞児であり，5

～6名を1グルーブとし，2～3名の保育者が指導に当

った。

　子どもが使用した遊具は，すべり台，トラソポリソ，

戸レタソ製の遊具，太鼓橋，物置，水遊びの遊具，その

他ガラクタ類である。

　観察は， 個々の子どもを対象に行い，それぞれの記録

にっいて分析を行い，その遊びの特徴について明らかに

した。

結果，考察

　直．多動的な子どもφ例（S．＄6歳）

　Sは古タイヤをすべり台の上にもってゆき，それをく・

り返し上から落して遊ぶことに熱中じ，周囲のものが賞

誇ると，ますます得意解なって行し、途中で障碍物や人

にぶっつかったりすう≧いよいよ夢中になり，次には自

分で障碍物をセットし， それにぶっつけて楽しむことを

くり返した。障碍物はバケジに水を入れたものであり，

それにタィヤがぶっつかり，水の飛び散るのに特に興味

をもち，数日問同じ遊びをくり返し行った。
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1高橋他＝障害児の福祉に関ずる研究、

　Sは数日間ごの遊びを行った後は〆全ぐしなくなり，

部屋の中の薄的な♪1落着いた遊びに熱中するよ’うに・なづ

た。保育者との関係も良好になり，通い合う・ものが以前

に比べ多くなづた。・、Sにどづて古タイヤの遊びは，il精神

警驚粥灘讐び煮客

碑謙与灘霧麟綴
中に凹みのある猷の崩に恥髄じっと他の子
どもの遊びを眺あるこゆピ職ま行廉．そうし塒

竿：、躍駿縢綴購
　ぐ1他児にも多ぐ謬ぢ蒼だJ　rごのよろな子ども達の行動

からみ灯ン ウレ タ・シ製の遊具の穴はi ．彼等にとづ《休息

の扮どして機能して》㍉るよう にも考えられ，”彼等はぞの

中で安息を楽しんでいるように思えたず 特にRのよう・に

体力がなく， 活動的な動きのない子どもにとうてはジそ

こは恰好の憩いの場となりているわけである。・それはウ

　レタソの柔い材質がそうさせたのかデあるいは穴と いう

構造的な条件がそうざせたのか，5どちらとも考えられる

　し，両者の条件をたま二たま1今回め遊具が併母もらていた

ためにそうした子どもの動ぎを更に強く誘づたとも考え

られる5r∵　r』 ；△：k∵』・ 討，『一L1∴㌔ λ’卜』＝』』一＝ ：1「’

　O，保育者とめつながりを必然的k強めた遊びめ例』

　　』（T～ 合4㌧歳）マ：　1∴、』　

　太鼓橋の上比ヤ》 卜を干しておいたところ〆↑ほ保育

者と共にそこk登るととに興味を示し， ぷだん傑育考だ

鵬桝頚禁麺晒碗1わ断矯稀嘩
では保育者に’しがみつぐよう な形で積極的に接触を求め

たポ保脊者がゆす6たりするとデ ますます接触がきかん

になり，この太鼓橋での遊びから，保育者とTどの関係

は急速によぐなづ光ずゲピこしてみれは率最勧は嵩所蒔お

ける恐怖が保育者にしがみ索かせたのであろうが，，その

　　　　　　　　　　　プ　
　ヤ

ことがきっかけとなり・？の人間に対する興味が深まっ

たともいえよう・更に吻齢塗鼓橋力｛子どもにとっ

て見晴台的なもので駒り，1輩資こと、に非常に興味をもっ

た鞘 妥｝、儲麹支援があっ掴塗なカ・ば予想外

の効魅謝た碗で嫡・つ齢琴もの側が燃
的に保儲に解せざ鷲独辱うな糟をつ くる遊

蹴饗鷺馨磁誓難1警味
　・b15他児』とめ空間の共有に一より友達関係が強化された

　　例（M．♀6歳）　 』ぺ、1一．’llL唇“
．．

｝ン遊具の収納箱恩半分こわれたものを園庭のr隅におい

てお》きたとごろ，自Mはそれに興味をもちジ』〉保育者ど最初

は一緒に入りヂやがて他児数名も参加し，遊びを展開す

るよ・うにならだ。中に雷語活動のざかんなむのがいで，

エレ彗←タ」ガら・ルめ真似をしで遊んだり した♂そう、し

た時， 1ふだんは表情も乏しく訴動きの少なレ～Mも」緒に

なろて笑杯興じ11時に輿剣な衷情をして遊びに夢中にな

っていた。この場合，狭い閉ざされた空間の中で多勢の

ものが一緒になってふれ合いながら遊ぶことがの、友達に

興味をも たず，、ひとサの世界の中に閉じこも、づていたM

¢）無持を変えさiせ，友達との生活に楽しさを感じさせて

》危だど思われる。、それは，二狭．ぐ，乙 ．閉ざされた空間の中

での遊びの動因ともいえよう 5啄 ＼』・・
、、

・E二〆水遊びを通じて積極性を開発していった例 ・・

・』 ）（Yj♀5歳）な・・レ』・へr）

　Yは日頃非常に臆病ぞ， 1・他ゐ子εもめ傍k近寄らず，ハ

登園拒否もし壱まし7は1行ぢだ子8もぞおる6きごのマ1が操育

者の誘導で水遊びに興味をもづよ・う’になら1た評彼女は水

を手でバケツの中に流し込む方法を自分で考え， 数日問

同じよ、うrな方法で水遊びに興じたがそうした時， 11乱暴な

HがYの遊びを妨碍に行づたが田頃のYならば当然逃

げるか， 叉泣くかのどちぢかの行動が予想されたが， r水遊

びに興じていたYは〆Hの攻攣に対して真向がら挑戦を

受け，六その攻撃を退嫉たのである。．、水遊びが消極的で臆

病なYを票変させたわけであるボ水という遊びの素材
が，・ 子どもにζう した変化を恋たらす理由については，ド

いろいろに考えられる。∫本φ持つ自由自在の可塑性畜快

い感触，豊かな変化などは，抑圧され，緊張㌧な興熊に

あ研樋にとう餌・舜ξ鈎無持を解放・．自 醜の
び㊨びした喜びを経験させるQ腫大いに役享ち〆その喜

びが子どもに自僑≧象定を与えるこζ になる の』で’あ1ろ

うρlrl翫～～ノ∴い』！ ”、ゴ、、｝ 〕：

　F評保育者を遊具ど して接近して遊ぶ例（K；容6歳）

保育者が鼻部の子 どむ隠どらで遊具代り に扱われるこ

とはよくいわれるこど姪あるる＝1 特に自 閉的な子どもrの場

合には，1 そうした傾向が著むいる 辻1のKの場合もヂ保育

者に相手を求めるが，この際にも全く視線が合わずll　l人

どの接触を書ぶぶう 庭は全！ぐ塚ぢれなからた5’ごう”した

子ども達にとって保育者は正に遊具であり，機械なので

ある。手をもってふりまわされることを喜ぶ子どもにと

って，保育者は回転遊具であり，身体の移動を楽しむた

めの道具なのである。

　以上， 子どもの遊びの6事例から，知能遅滞児の遊び

にみられる特徴についてみると，次のようなこどがいえ

よう。

　彼等の遊びには，健常児の場合以上にその内容には予
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想外のものが多く， 全ぐ予期しなかった行動が，：予期し

ない効果な堕，、結果をもたらしている、とhう；とが，そ

の最も大きな特徴とい零よう 。 従っ て，．遊具について

も， できる．だけ子どもが自由に，その子ども自身がもつ

欲求を充し得るものでな ければならないわけであり ，
定

形的な，き まりきった遊具は，・彼等に と、づて適当でない

といえよう。 　　1　一　 ▽　　て．い・ 　 ・＝

　一つの遊びに対する固執性も健常児より強いのでジく

り返し遊びが行える遊具と， その遊びが行える場が必要

である。 次から次へと大人のリゼドの下に遊びが与えら

れたり、 それを強制されるこ とがあっ，ては，知能遅滞児

の遊びを望ましい形で展開することはおよそ不可能であ

る。そのためには，時聞的なゆと りと共にの場にも、ゆと

りが必要であるし，ひとりの子どもがゆとりをもって遊

べる遊具もゼひ確保さηねばならない。1、，

　 2）・1障害児と健常児とのインテグレrションによる集

　　、団遊ぴを通じての考察二

1〔その①調査〕

　健常児と障害児との統合的な集団遊びは，∵最近，統合

教育，卜統合保育がさかんになるに従いゴ』迄多一くの場所で行

われるよう．になっ、た。こうした統合教育なり統合保育を

効果的に行うためには， やはりよい遊び環魔が用意され

ねばならない。．そのためにはそれにぶさわしい遊具が与

えられねばならない」 今回の研究は，ζそうしたイソテグ

レらシ毎ソの場における教育なりを効果的に行うために

必要な遊具の条件について考察したものである。

　研究方法．〆”1　　 　』　r ぢ・』・がじ

　調査醸，障害児の在籍して“る・マ幼稚園，∴1保育所，

及び学童を対象とした合宿グル」涛こおいて， 子どむめ

自由な活動の揚面における行動ゐ親察を通じ，・：そめ行動

特性を明らかにすることにした。観察は運動機能特性，

社会的特性， 知的活動特性の3点に焦点をあて， 洩チ記ッ

クリ、ス、トを用意し， それぞれの行動特性の状態について

記録する≧同時に，特徴的な行動にっ恥てはヂくわしく

自由壱ζ記述させ，． 観察後，数名の観察煮によ〆り討議分析

を行った♂ ：、．』

』、

1」観察¢）特微となった障害児は，・ 次の如き種類のもので

あるボ匠

　F． 。知能遅滞児

　、．。弱視児』

　　。難聴児　　 　　　　　　　、．・・

　　9情緒障害児　　 1，▽ 熟

　　．o CP児、．

　結　　果　　　　　　　　　　　　　　　　、

　 ①知能遅滞児の 「遊び能力」ト
、．．．

　対象となづた精神発達遅滞児は， I　Q60㌍80のもので

あり・その大部分に全身的眞軽度の運動機能障害のある

ものである。、一・

　第6図』精神発達遅滞児と健常児の遊び能力の比較

　　　　　　　　　　運動蘭力1
（A男，小1の場合）

裡鋤03カ
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’

’

’

一

●　

ど

！一一咳一，一一｝ロ「冒’

一健窄凪
一一一

神発違迎滞児イ

知的活動能力

㌧健常児と知能遅滞児との遊び能力を， 運動能力，r社会

的能力，、遊びにおける知的能力の3側面にっいて比較

し，例示すると第6図の如くである。実線は平均的健常

児の遊び能力のレベルを示したものであり ，点線は知能

遅滞児のレイルを示したものである。 図に示したのはA

というr事例についてのものであるが，他児の場合もそ

の能力の程度により差は各々あるにしても， 同じように

全ての点で劣り．，統合的な活動は特に閤難である。

　②自閉的傾向児の「遊び能力」

　今回の調査対象となった自閉的傾向児は，非常．に多動

で訪り，運動機解的側面においては， 健常児と㊨間に殆

んど差はみられなかった。社会的能力り側面断おいて

は乳 当然gζとな摂ら特ド低く，』眉弓中心飾な活動炉多

い猶．二鰹常卑の行動g模御もカ｝蓼りみう碗， 集墜安もり

雛な離脱酔越施た・第咽に示舛聾ζ・遊緊1磯
1埼知的活動能力は低、く・、噌見循動騨購り挙ラ1こ

遜られ多が，まζまり瑛な弘単窒る徳動簿行購炉殆を

どである。r・
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」商橋他＝障害児の福祉に関する研究1
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第1㌔表　障害児別運動能力（観察による）

　運動践能
障害の

タイブ

1 2r 3 4’ 5 6 7 8 9 10 11 12 ユ3 14 15 16 17

走る
とr’ぶ

は

う

ころ

rが

にぎる まげる 、の1

す

・投

る

1う のぼる
支、える

る

ぶ

ら
下る

おす ひく

1謎1 　　児 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ O O O ○ ○ ○

2精神発達遅滞児 ○ ㊨ ◎ Q O ○ O ○ ㊨ ④ ◎ ○ ⑳
10

◎ ○ σ

3　自閉的傾向児 ○ ・O O ・○ O ○ O O ○ ○ ○ Ol ○・』○
rO O ○

4視力豚害児 ④ △一 △
rO ○ ○ ○ ○ △ △× ○ ○ △ ◎ 継 ○ O

5 境力障害児
O ○ O lO 〔つi O ○ ○ ○ O ○ O ○ O ○ O O

6脩緒障害児 ○ ○ O O ○ O O O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7難マヒ 護O ㊨ ◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ 馳 △ ．△ △

8　　　“　！「下　　　肢
△ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ④ △× Q ○

9　〃　霧△ ’4 △ △ △ △ ム △ △ △ △ △ △ △ △ △ ・△

Oふっう1　’・、

④内餐聾ては輿難（又購内容と蹴よウては醐

△．困塁ン　　・、
、× 非常に困雌 　＼、

考察　・

イ　健常児と障害児の行動特性の比較解哲、、　、

中～⑥におい碑害のタイ捌噸察熱煙鱗性
1こ少て瞳したがドこれを嘩した夢第L 2表で
ある。そごで， 今回の観察調葦脅結果抑5考察されたも

のをまiゆて樋と・麺3つのもの酵えら幡
、第一，に， 舞団嘩び4）中に競争要因が塗 く，そめ活動奪

する斗’と 自体疎しく・面麟搬トマは・ぞの遊磯個

別的遊びφ集合体としズとら菌る；とが頂き・個々の児

堂は』それぞれ能力水準給っ磁ぴを展瞬ぜるこ と

が可能である。 その場合には，健常児ど障害児の統合的

麟舳轡阿能であり・共にr楽い｝」、r魏頃
い」という同レkルの感情体験をあじわうことボでき

る。

第二には，集団遊びの中に個別的な競争要因のある場

合である。この場合には，態ヵ的に同レベルの健常児同

志、あるいは障魯児同志の遊びであるならぱ，それぞれ

　　　　　　　ヤが競争を楽しみ，遊びを展開する、ことが可能であるが，

　　　　　　　　、

第2衷　障害別社会的能力と知的活動能力

　艇　力
害

タイプ　　

社 会的能力 知的活動働カメ
自己統制

撫団 協

調性

意志伝達 自主性、 、目

意議

遊・

の持統性

活

動意欲

．1 趣、常　　児 O O O ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 精神発達遅滞児 ◎ △ ◎ △』 ＠ ◎ △ ◎ △

．3 自閉的傾向児 △ △ △ △◎ △ ＠ △ △

4 視、力禅害堤 ④ ④ ◎ ◎， ◎ ◎ ◎ ◎ ④

5 聴力障害児 ○ O O ○ ○ ○ ・○ ○ O
6 情緒障 弩堤 、◎、 △ △ △ △ △ ④ △ 4
7 脳性マヒ児 ，④ ○． ○ O ◎ ○ O O ◎

統合さ牲た集國遊ぴでは，向レベノレ頴遊ぶことは不可能　　が存在する場合に妹統合的活動は極菊て困難であると

であり〆おめずど障審児の多《は競う、ことを，ひいては

轡の轡魍轡llることが多
第三に，築団堕な競争要因⑫南う場合でおる。この場

合には・1騨どして所勝句とレ・う目的が塑・脚

的比劣お嘩害児渉含まれて薪｛る易合そは1’健常児にとっ

て障害児はいわぱ邪魔な存在となってしまうことが多

　○ふっう　　　④内容によづては困熾　　　△困難

い。障害児自身も，周囲からぞう、した目でみられたりし

ているうちに，疎外感を味わい，集団から離脱していっ

てしまうことになる〆こうした集団遷びの中に競争要因

　　　　「〆　　　　　　　　、、

いえよう。　　 、　　　　r　　　　、．＼

　　　　　　　　　ヤペP　運動樽態障寮児と遊びの媒体として“）進具につい

　て 』． …1
障害児の遊びにおいて 転 その殆んどば何ちがの遊具

を媒体として使用している。・そこで次に1 遊具の機能と

障害児の使用との関係について，』観察結果から考察して

みたい。
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高橋他；陣害児の福祉に関ずる薪究1

　遊具の機能と運動機能障害児の使用難易度につ眠くま

とめたのが第3表であうg ；の表にも示さ静ズい6よう

に，使用するために特に技術を要しな恥遊具について

畷鱒の内縫度ぼ轡々ゆでルに応じ
た使用が可能であ多。朋掲の第年表の運動機能障害の内
容と運動の機能の噸による麟関連させ鷹察する

ことによって，それぞ⑳使即醗鞭条砕が決定さ

れるが・一般醜い禍こと璃障害児自身が遊贈操

作したり，自弓り号体を充分に機能的に活動させなけれ

ば使用することのできないような，いわゆる高度の技術

と機能を要する よ うな遊臭の使用は，かなり困難である

という こ とがいえよ うずム』 二 、

　それ故にチ 1障害児が使屠し得る遊具を用意する場合に

は，「高 さの低いスベリ、台や，他者の簡単な援助によづて

使用できるブランコ，』遊動木のように，一自ら操作せずと

も便用可能な遊具と共に， 1練習によらて段階的に運動機

能の発達を促し縛る数のものを考慮することが必要とさ

れる。．同時に陣害者の多くは，、機能的な未熟ざと共に，

使用のさせ方如何によづては，遊具そのものに対しく，

rf』・1忌rこ　　1弓

第3衷／遊具の機能ど運動機能障害児の使用難易度

　　
q1』． 　　　’ 、　　
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心理的な不安感，’ 恐怖感を抱がせてしまうことも多くみ

られるので， ・遊具の使用に対する指尋法についてもジ充

分なる配慮が必要とされるδ』・一

〔その②解析〕　　　・㌧
”・ 』・いL　 』玉「町 イ

　①t6ck瓜icai
aid

自動具lll治療具と福祉遊具との関係

㌔福祉遊具の定義には確たるものはないご 従らて濱その

中には遊具の形を借、りた治療具や tεck訟iOa里aid（以下

丁読A・。と略称〉も含まれていることが多童・g福祉遊具は

遊具である以上訓練性や苦痛を伴わぬことが要件で，あ

り搭遊びの要素が中心でなけれぼならない5・そのため1

」般健常児用の遊具を補完し，f同・じ遊びの丞ターゾをも

たせた福祉遊具が考えられる♂ 障害の種類程度はまちま

ちであるかち1・各人各楓ナ・すべてに対応した遊具をつ．く

ることは容易ではない3従らて，，遊具はかなり一艀性に

近づけ，陣害児に一iTジ A‘．∫を加えて遊ぱぜる方法をとる

と，・1その使用が容易になると』思われるず介助にようて

も，1かなり補完できるぎいずれにしても，11福祉遊具の要

件と』して能力開発むヂ1・伸ばすξとを目的とすること嫁健

常児ど同様であり，≡1経験をづんで修得していけるような

　　　　　、・㌔・liζ」＾臣一1．’イ・L甲T　」 ・』1卜　　．1’F’レ『

　　　　　　　こ＝』』』・r　l　rr－f’ ！
隻

’　 ・　汐　‘’

曳

く〆 　＼■ 、　　　　　　　　　、

、

　　　　
　ノ

　　　　／rドX、　　一－
　メー’

一－

r　Oふづう、r　r④ 内容と程度によ卍づて困難　　　△困爆
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環麗をづくり，挑戦の気持を持たせることが必要．で あ

る。，あまり福祉遊具を特別な、ものとして考えることは逆

差別にもつながるものであり，インテグレ〔シ5γの精

神に反することにもなりかねない。

、②イソテグレ〔シ 日γ効果とそれに対応する遊具

　健常児と陣害児の混含， 併合，同化レr顎わゆるインテ

グ レーシ橡ン効果については教育施設や保育施設などに

おいて実際に最近では活発に行われるようになってきた

が， ぞこ．に多くの問題なり，困難があ る こ、とを否定でき

ない。 、それは，．ぞ般社会におけるイ r￥テグダ［シ・コ、×が

単に街中の道路の殻差をとった りi責人音管信号機を設

置するだけでは解決困難な間題を多、く含んでいるのと同

様である6二しかし，、福祉遊具と．ヤ、㍉う特殊な領域を設定し

て，、その範購において， その機能，』適応にρいてインテ

グレ衆銘3堵を考察することは可能であみう。・

　従来， 西欧福祉先進国におけるイ ソテ グiレ戸ショソ遊

具の開発理念は，T．A，渉その中心であり』思想として

発達してきたイrソテグレーションとは別個の過程をもっ

ている。又このことは遊具に限らず，’全ての福祉機器につ

いていい得ることである。T，A．は機器の補寧であ否。

あくまでも健常者⊆児）向け殖つぐ蔭塵摩櫛器に，．ITトAr

を加えることによ外障害者にも陣える之野う方舟ぞと

らえられてきたわ廿セあるもr ∈参しiな剛参；Tl思想ど耳宅

のインテグレーシ ソは・御鱗の特磯を否定する
はずのものであ戦単にTl　A｝を頒え｛特殊化した遊具

が階児のみに櫛し一難を蝉じざ蔑れ蠣磁
具ではあっても・イソテグ勘糾ソ遊具と 壁融い
はずのものである1インテ〆レ」シiヨジ遊其とほ1健常

児も同様に使える斉いア般準を郵含弔与ぴ馨件でな噴れ

ぱならない。

1パターソAr

　　　　　　　ト　　申丁戚・
　　　　　『般獣一一Fr・ヤ轡具旨」＝，

、・

　　　　　　　　＼！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ヤ　ド　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　イト　　： 「㌔”■一L

　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　i｛し償獅解1ゐ、

1一ソBll∵△1｝｝』 i∵ ’ン

　　→ヒ融　　　　 ”A　、　’　∵鰍迦瓦1

　　　　　　　i　”　　l　　　l　ヴ　i　　馬
　　　　　　　1
　　　　　　　一　ず［α　1　一”　　八　　iド ・』暫’1

　　　×
　　　　　　　ヒ　ゴ　ず　ロ　セド　 　ド　 ド　　　　　　　コ　ロ　　　　　　　　　　 ロ　　 　ヒル

　　　　　　　1　「．β　1　．　 　　　i：（クグレ7
　　　2　　…・ ・　，ハi’垢枷

　　　　　　　i“i　lrンi衰1・i

噛　丁．A．

E敬一ソ61

　　　一般遊又 福阯遊具

イγテグレーシ■ソ遊几

ベクトルa　一一一一一一一一｛
　　　＋T，A．
ベクトルb一→←一一一一

ベクトルc．一

　　　　パターソBは，この闘係を示す図である。←般遊具の

　　　部分集合Yは、 特殊遊具である福祉遊具の部分集合イソ

　　　テグレーショソ遊具と共範であり，もはや特殊性をもた

　　　ない理想の遊具である。これはもし，バターγCにおき

　　　かえれぱ， ベクトルaは｝般遊具にT．A．を加えて福祉

　　　遊具とすることを示し，皆クトル∫bはその不可逆性を示

　　　す。 ．しかしp斜線部分のイソテグレ痘銘ヨ ン遊具、集合

　　　　（以下P 集合と略称） については，ベグトルρの姐く51・1

　　　全ぐτ般蛋するこ≧を零 レてy・る駐・そして・このP集合

　　　の増大が即， 、母集合の同r化に近づくこ之であり，二つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』叩郷醗斗鳩 登才㍗鷺シ・ソの理想旗

　　　聾苓嬉なる？、　　日
　　　　・其体的にいうなぢぱ，一現在のP、集合としては，例え

　　　断翻は搬鵬砺る桐蒔蠣祉猷であり，イ
　　、キll舷、如÷ト趣いる啓舜畷スイソグ斎こついて

　　．凶驚膳顔えたもの1ま澗鴛遷県曙行（ペクトノレa）

　　．』襯る し・ 熱与掘レ、や講購励使えるもの
　　　μ酵ザインされれば それら1は噛クトノレcによらて

　　　イ・ ソテグレーシ ヨと遊具と公称できよ！う。
」）

鷺蚕幽醗は，＼ご曝う睡納考案略づいて，福

一藁鋤輿差別を齢 似紳・ソ鰍つく
　　、纂』鵬す，潤凱”黙L指勤鄭鰍手段のインテグレ

　　　　ー妬瀧をば力啄齢的喚厨蝉ぴにイソテグレ
　　’”畝ヨ鋤果をもたらす；とが辮履目碗である・しか

　　　　し，、健常児と障害児どの完奪な雇一イ年は，技術的に困難

　　　 が多いるいずれにしても，＿福祉遊具と始療具や補装具と

　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　ロ
　　　∵の融騨轡と線を弓1㍉聯る嫉があろ
　　　『う・』一 … ㌔ア ’＝

、…斗…1

　　 ゑ，曾．ク！国文解磯“ …、r， 1
　　　　　欧栄福祉先準犀の文献にみらi糎る1福祉遊具及び児童

　　　．、，、辺轡郷例帖の知見聾hli

　　　　』福鱗畢騨、う輝が羅匙更iいないこともある

　　　 1むでiドこ、こでは障魯児の，．．主と、しk戸外での遊具開発が

　　　　どのように進展しているがをみ盗ことにより，その中か
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・橘橋他；障害児の福祉に関ずる研究

ら今後福祉遊具を研究闘発する士での参考どなる点にう

いて要約した。・1喪　、 1・1∵r・ ∵1 』i　lへ恥 』『 ＼rl　l．ン 』：ド、1

　（1）AdVe血tUtびplayεf6Un（ISド．f⑪HandiCappedいご

　　 chi互dte血5 、” ㌧二・・』・ ・づ　　　，、．．

　二 1、・』編集■K．AヨP，A　l　ll（Hanαicapped：レAdv6血セure

　　　　
、こ1、・ 口aygτOund、』A＄SqciatiOh）！・｝1㍉’鼓、11

　　 肇行←1977“London・i　 ・こ
．』　、． ’ド』1 ン監ご　

、、

　①H．A，P．A．について

　H・A・P・A・は，1966年にLady床旦燈耳にょづ て創設

され，』ユ970年ま：空4年間琴わたOて関係機関と協議を憲

ね‘ i英国照まじめて障害児1を射象と，したrpi㊧ygr興nqを

設置した団体であるg　　　 　　　．、ト』い・．、，

②pla腰9叩4の性格患・、ひkl 』き・ 』1薫！二・卜、・

　障害児と健常児ρ阿考嬉使柔 る、よ〕う・燈考えられヂr

Adventure公園的な性格が強い。r曼71 1♪

、．
』｛

、、 謡

③敷地の条件・』、l　lニプ．、二こll 潜。∫ て：宴く，歩爽｝：憾 1

　学校病院か ら近く塾交通㊨便のよし・場所でない≧多数

第4裏　　SAMPLE｝TIMETABLE　FOR7 でE良虚fTIME

め人に利用されない。その面積は最低礼1二一1カーは必要

昼で詮広大なオ←・ブシスベースポ確保される必要がある

乏同時にし匂周囲は安全のだめ高い塀そ囲う・ことる

　④遊具素材』’．

　　イ水　　　　　　　．，』＼卜筏f．』，．

　索材として最適である。ただし，その深さ・は1イソチ

以内4）と乏i』’また水画のふちのエ1動ジをスロ』ブと・し，

車で中に入れるよう にするよ「 い い蔽11遍＿

　　ロ砂　　 　　　　 二記．

　できるだけ広くとること。砂場の深さは鉱》昼7イrト

以上とし，子ども達が、プ宮イ摂ク1塾をっ《る場合を考慮

、して，離≦差露gi「また，1、τ角解ぞγ オを舞け，』秒り入れ替

えや掃除堂容易解すう藁ζす．更鱒砂揚嬉本導を引き込む

糞ζも有劾で・γ・導鯉場台嫉誹本二を家全琴す昼こζ。
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　　二・ジャソブ台

’高いステージの中に穴をあけ，その下にラバーを敷い

たもので，驚きの体験や高所に対す、る危険感を知らせる

ものであるが，ブレイリー ダーが常に監視して いないと

危険である。

　　ホ　動く装置、

　バッテ リー車を開発し，ア タッチ．豹γ トを交替するこ

とにより，障害児壱こもつかえる。

　⑤建物

　イ平家であること

　ロ　グ白」〉， 乾燥…聾を設ける こと

　ハ　子どもめ便所は中から鍵がかけられる必要がある

　　が，V必要な時には外から開けられるものであること

　晶1ワ」クショッブは広いドフが必要で工具にづいて

　　は，左利きの児童にも使えるよう主失するこ と

　ホ　キッチシノレームは』児童が調理できるも4）がよい

　へ1プレイルームは》小さなコーナーを付設すること

　⑥利用対象

イ・鮪璽るタイブ弊児につ蓼登逃聾するモ

1げ原胆魍アいる曾　　，，
　ロ 3横以下の幼児も討象煮レ匿いる抵一グレイリー

ダーによ
りr

にゾーソ区別しないでも使用できるようレoし

している。

　⑦利用ヅ白グラみ

　すでにある各種の障害児クラブ，病院などの団体単位

を対象として，通常時と学校の休日期間に分けて， ブロ

㌘ムを織で利肌働為9
（2ゆ醜hih倉ArSづeci包1－Playgr。und“qhildren．

　・㌻odaゾ7vo16，No、1，

　 一著者1Pa魚ela　Gii旦et　1977年

　①実験的ブ・ジェクトの場

　イリノイ州シケロ市特殊教育西郊外セソター

　②対象

　シカゴの西郊外にある8公立学校地域の訓練可能な全

精神障害児及び就学前全重複障普児108人1974年2月

　③1ミp鉾画L二Playgroundの目標

　ヒ 急ワモ罫彦ヨマ的黍為り，創造的な遊びがし易勢雰

囲氣を与えると共に，児童の知性と社会的発達を培い，

体育の能力を向上させること。更に，児童が環境を自由

に駆使することによって，児童の独立心を養うことに心

がける。：3、…
、｝泥

　④設計上の留意点

　イ　上述の目標を具現すると共に，安全性，耐久性，

依存性に見合った建築資材を用意すること。

　ロ　設計に当っては，建築，デザイナーの専門家と，

障害児の療育従楽者との共同の研究討議が必要であり，

特に設計者が障害児の日常教育場面，公園， ブレイグラ

ソドにおける遊びの状態を観察する必要がある6

　ハ　討議に当っては，模型を示し，火災条令，建築資

材の種類と縄合せ，∴高さ1”強度，安全，．建築物に要求さ

れる耐久性と維持費，遊び場の美観運動場における職

品の監督の可能性，安全で魅力ある歩道設備などを検討

すること。

　⑤設計上の特性

　イ　階段を歩いて昇ると同様に，』階段の下を這うこと

ができるような1児童の選択の自由を許す創造的な構造

上の試みをする。

　ロ　学校の運動場で習った技術乞その地区のブレイ

グラソドで利用できるような伝統的なブランコ，ロープ

渡り，シーソー等もこの計画に入れる。r

　ハ　知的経験，運動能力を発達させると共に，手ざわ

りの異づた知覚神経を刺激する素材と楮造を加える。

，⑥6地区のブレイグヲソドの特色 ・、

　イ　枕木でつくった大きな城砦

甚登ったり・這っ油鱒ため礎諺ま嫡桝
鰍麟P・その下に麗ったり翻わりするのに勅
な広さが確保され、建物の屋上は，、ドラマ，歌，そめ他

の活動にも使用できる。

　・唱のさめるゆな赤く聯働かなレ・木の消塑

野力叫駄聖ヅ鷲：聯轍璽
　 ハ 二方があいた二つ孟）小さなままごとの家

　祭会の場所になったり，かく塵西壁や農崇座ブレィ乏

したり，児童が一人静かに過ごす揚所となる6』l　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　晶　大きな木の時計と各種の色彩豊かでさまざまな形

に裁断された木でつrぐられた日陰の場所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　集団の芸術活動や雷籍活動に最適で，また静かなテラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スの顕の揚噛し袖る・　　　、．、．．ごli

　ホ　ブランコ，シーソー，ローブ渡り， セメソトの動

物のいる伝統的なプレイパグヲシ1ドコ写

雌曜雌力を伸ばし廼醐恥学声・
　冷　小さい児童のた菊に枕木でつ5？為恋型の構造物

　安全な環境で昇ったり，乗ったり，走りたり，踏んだ

摯謎ったり謝体を蝉たり勉脚鯛轡ことが
できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　・ 植込みをした地域は，全体の景観を補完，女る。ここ

嬉，鷹が購活鰍郷することがでぎ勘の厳
や植木め四季の変化を観察することが恩ぎう己ブレイグ

・ラシ下が全体として多くの変化に富んだ素材と構造であ

るよう注意力ζ払われている。
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高橋他＝障害児の福祉に関する研究

　なお，6地区の各プレイ・グラソ下はし9他の地区と調和

をもってつなが、っており，〕 適切な交通信号、をもρ∫補完

された自転車道路もできている。この配置は，湊蚤児童

が醐活購している間！ラ袖の臆力ζ毅継乗ると

いうよを吟お㍗の渤鞭騨聾、：ζ卿’ようなも

のにな靱いる・＼　　㌧／
　　　篭　1、＼　　　　　＼
　⑦s輿cialトPlaygrou噂の教育的活動～

教師は遵癩聖呼と騨垂の運嚇と知覚
を強めるための活那児弊ひきこみ・、，麟の継㈱

激し，概念の理解や自己認識の馨津を助脅るためのブラ
　　　　　　　　　　　ペ　　　　づノ
ンを用意する。形，色素材勤位置，櫛能に関すること

ば，時間の概念£激，．文字友裸交通信号なぎ全頁の；と

をこのブμイグラ騎ドリ各地域を利用1しながも蓼え資。

更に，グラウソ陸用》》て，特殊な訓練計颪（闘能

力，学習能力の増進ブロジ轟クト）の開発も呼彰：篭あ

る。　　　　　　’戸「一一一茸フ’二旺失・…r．1

（3）Desig麺吋へ『き＼、．
　　著者罫icha「dbatt　氏1・A・’、

　児童の遊び場に関する哲学，社会的機能，ヤb理学的側

面から嘩びの本質について儲の考え方を季し・それ

が学習過鴛関係のあること臓じたあとで纐果的な

遊贈脚塑設計するための基本的な糟1三ρいて見

解を述べで睦る。　　　　　　　　　　ルシ『

．イ繭麟麺｛墜と／
　ロ　再整備，組み立ズ驚分解葱レちた過程を習得させ

　　る繊の統制秘要で摘薪、
　ハ　≦り返しゃ，段隅的蓼挑戦輝題が席意されること

　　　醐性が塑こ：至．、、．．

　ホ　空想力が働がせるもの 1．

　へ　大人から分離すること

　ト　表現的な遊びも重視すること

などで鞭・蘇ミ 一1こ 鷺ミ、

、

矯趣黙微求は漣常児醐磐りも強く劾
れるφが翻で越嬢ゑって巧みにデ吻，と斉れた遊

戯施設撫肇で滅奪嘩坦嘩蓼蹴賞堺と同様
の遊びのパタ、くを踏ヂでいることが鵬の結界から結一

論づけられている3＼1．．、．戸＿｝…一．、…，．一．＿ 二「1

　即ち，陣害児のため曇；は，特殊な配慮をし揖灘県が必1

要となるが，そのデザイゾの基本的事項は，健常児の場

合と全く同様であるとしている。

G本書の中ではヂ障害児の遊麟施設としての特殊な解決

策について，著者の設計したものを含めて示し1』これら

が医学的目標を促進させている点につ恥てゼ 以下の例を

示しで恥るポllr』． 11｝ 1∫職ll ∵’’”1 8 ＿、
二』

二・＼①まiVaごatioa　ca魚p for・｝th軌Bli口dl（Spring
valley

　N、Yp）　　　　　　　 　凸；㌧ツ
：』 ・F

iノ

、木製遊県を中心とした目の不自由な児童の休暇村で、

固定遊具4）設置面は全て軟らかに砂が敷．きつみられてい

るじ動く部分は少なくしているのが特徴である。涜、、

　②Bird白co夏orHospitalplayground（N．Y，c置tゾ）

・病院の庭につくちれた肢体不自由児のための遊び場

で1 ÷上部に本路を設けた低い壁によ づズ囲まれた小 さな

空間の連続で構成ざれてい1る。111、．

一肢体のリバ巳リディションがその主な目標と登6てい

るが，訓練的色彩を少な1くむ，・遊びながら機能低下をく

いとめた㌦1機能回復炉代替技能の習得などの目的を果

、そうとするものであ．る6、、

　③　Childrens　Day　treβtment　center（Nl　Y．city）　

精神薄弱児のための屋上を利用した遊び場であるら』

　精神薄弱児はジ自分の能力の限度を判断したりダ・ 能力

以上の活動は無理なために｝・遊び場環境は完全でありド

あいまいさがないことが要求される。また，極端な遊具

（例えば，巨大な空間や長いトソネノレ，、急な坂や高い所

後雑な迷踏など）や，行動の自由な選択ができないよう

な状況は設けてはならない』1踏．

　④Su処shineElementarysckoo1PlaygroUna

　　（SanDiego）　・ン 一：1 　』』 ・　 　　』 “、

　知能遅滞の児童の遊び場である。・知能遅滞児について

は，・比較的早レ1・時期かちその治療や特殊教育が進められ

てきたため，1いくつかの社会復帰訓練の方法が開発さ齢

ており，その結果の報告も多いよその中で，；』遊具や建物

に関する基本的要件は，｝1次のように考え られている。

　イ　遊具について

　・o軟らかぐ《丈夫であるこ’と一　　　ヤ　：ご

　． ・σ洗濯しだり，・定期的に取り替えるこをができる規

　　　格品である導1ど　．

　ロ　床の仕上げについで拐1 ll置パ渉

　郡σ転び易いものでない』ごと二宝　 』』 「2∵

　　〇座ったり，寝そべったり し易い乙と」』1』つ

　　。軟かくてず噺生的で1畷沁・い表面が望まLい

　硲 壁面の使魁方、・ず．党がゲー 1一、，！．． r．1ノ．1

　　。動かせるも，の，く，光や音を出すものなどの装置を組

　　 みこんで壁を使づた遊びを重視す盗必要瑛ある葺

　　、とr 　よニピ 　ぷ・』 ：・r

＝．

・（4） 、Planningl　folr play・’・h　』』　　「 ・．・

、3 iノ』；」・ 1；

　　 著者　Lady　Alleni　HurtwoodlくLo弧dQ豆）

』Hl A． P．A㌔の創設者である著者が〆児童の遊び笏計

画について，．各国の具体例を紹介「したものであるが訊こ

の中で，福祉遊具計画の際1 参考となる礁例につ憾宅ど

り出すと以下のとおりである。 ｛ r㍗L㌧紹、1忌1』・
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　①A．Holidayclub　　　　l．ど、ンニ
　、ハ←・ドな面の例ではないが， ロソドンを中心として，

障害児をもつ父兄が，設備の整ろた障害児施設の休暇中

の利用を促進する目的でつくられた。 自発的な団体であ

逐。i 1 ∫ 〆『＝・ …1
：一一lrr一 L21i．F』1・’二）1－1＝、

　このク・ラブ壱む クラブ緯織法に基づいて設置された各

地区別クラブの統括委員会であ り，1委員会．と して有給の

オルガナイザーや教師が参加してい、るる 1前記の．H． A．

P，A，のプレィグラソドがブFグラム運営されている

がドその利用団体と しての活動の場で1もある。

　② Queen　Mary’s・Ho＄pita1（Choオshalton〉

　重要障害児病院に設置されたAdventure　rplayground

の例であるも． 一、r ㌧　一　、・β；右、r　l 苧フ、1所、r、

　病院での通常の治療範囲を越えてレ．型にはまらな擬・遊

具を設計：し，1児童に多くの筋力を働かせる契機をつくろ

うとむてず実験的に設けられた病院付属の遊び場である。

　1例えば 「・ 　・　　、．呂 〆
7

畠Q、く ぐり抜け用木構　　　 ．1 沿、｛、》’㌧

　6 ロ←ブネ・ッ、ト

　O自由に登れる丸太の斜面・』弘．

　Oタイr ヤブ1ラ1・ソコ　　 ．、1け1三ン1、・：
、、

ぐ1
ン．

　O滑りぬけるための広ロファイバー挙シ．ス管、．』タ

　 動バラ ￥ろを保っためのキ ヤッ トウオ7ク．

などであ、り，．いずれも古材や廃材を活用・して組立てられ

ている9』∵

　③ Leam，toiplayCenter÷、三．・li殊ト』 「

　ケネデ詫財団によって開発された，二知能遅滞児のため

の遊び場である。

　約1ヘクタールの広大な用地に一各種の障害グレード

に応じて遊尽るような施設が分散、し，．配置されている。

　（6）補装具に関する文献からの知見、㍉

　　　　“Aids　for　Chi旦drenl7
．、 ，、．・

．、

　　一Technical　Aid＄for　pぬysically．Handicapped

　　　Chi艮dreゑ＿、 　

　　編集．1． C、1 T．、A。、lnformatiOnllCe煎er、

　1．C．T．A．の本部はThe　Swedish：・lnsdtute　for

the・Handi6apped ・Stockholmにあり， 全ての障害者を

対象にヂ補装具や建築物13乗珍物などの改良の研究開

発，及び商品テストや情報の紹介などを行っている国際

的な組織であり，その一セクシ壱 ンで凄と1められたド子

どものた夢の補装具に関する力久ロブが本轡である。こ

こ．に紹介されている23Q種余りの製品の中から，、特に遊

戯的性格の強いものの典型例につ悔て抽出して紹介し，r

福祉遊具・ンあるいは
play

grgりn嵐計颪の中にも，り込め

そうな考え方を例示する。、（ 一、パ・∫
『 一・ ，ヒー1

し麺

二二①』TτStOQI1・R㏄king　rBOard（第12図）、

上に乗ったり，’座ったりして遊ぶもの

鍼2図・

つ1、

　② Happy二 （｝rasshopp6r「Bal1（第工3図）

・握り手をもって馬棄りにな』うてパランスをとる球（球

の下都に重心があり1い回転はしない）

　第13図

懸

A・

、ノ〃

③． qraΨ里er（第14図〉

　ホームラバ」やレが一を矢板に張5たキャスター付き

の歯クスで・天板の上に蔀が逸？・ 、灘なつ哩
を使って移動するもの。

　第M図

④ ジクソーパズル

、

マグネジト式の単純な木製ジグソ÷パズルでづ大型の

もの（壁などを利用する〉二～、r

⑤ベンヂく第15図）r 』・
1

・ゾ1
’

⊃r、、

　またがって坐り，高さや前後位置力｛調節できる背をつ

け1㌧・更に両手で身体を支える握1りく・（こ’れも調節可能）を

一150一



う高橋但；陣害児の福祉嬬関す・る研究i

つけたもの。自分で服を着がえたりする場合にも利用で

弊藤聡還叢ll豪1欝欝，
迎

5、

コ；

辱’F

ρ’

に『

毎

、

￥　．

’、

～』

定限度を設定せざるを得な勘結果もともなう。惣駄≧障

解鱗韻曙寮卿麟個脚頂樋嫉唄罪

饗灘驚讐轡蓼1響
　　ここで提示蜂脅噂鷹癬戦陣警陣

鶏、賑志ll≦嚢ムタil溶、

設で畷的鋤騨の健常児剛ソデ獅緬・鋼勲雛灘鯵．．ξ嚇．

献随の3勲らそ耀れの知見源された・　　・（イ）＿定の広がりを瀕とするこ
と

　これから，福祉遊具ブラソとして結論づけることは早
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合的な機能を発舞させるためには，単一遊具では限
計にはできないが，福祉遊具の考え方は，おおむね次の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度があり，障害の内容に応じて♪できるだけ幅の広膿対
ようにとらえることができ よう

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応を可能とし，かつ殴階的な遊び．を満足させるために
（翻遊具の三極構造）雛遊購費辮　昏よ，装鵬外確間が鹸不歌のものとなる。

治療効果 継一矯』嚇騨殉漸戴く毒麩計画する必

ふれて脚すること砿樋撚る治療効購＼，磯鰍眺聯む陣騨郷とiつては・
習効果が明らかなもので亡ければならないひ一方薄チ ゑ、・特に重要な要素也蓼ゑ♀ち∴、影ノ

の装置や操作，活動は，安全でかつ遊戯性をも華ね備え 』』 　色彩の調和　

た魅力あるものでなくてはな昏誉ど・。こ障寳児と健常児の　　　基調色は暖色系が好ましいとされているが，アクセソ

集団遊びによるイソテグレーショソ効果を発揮しようと　　トとなる色調を含めた全体のカラーコソトロールを充分

する場合は，尚更，この三極構造を充実させた姿が要求　　にとる必要がある。

』ざれるd同時に，健常児と障害児の双方に利用対象の一　　　2・　グラソドデザィソ

・帖τヒれ辱第き験嘩でゑ墜e今寧軍燦瞳齊？移度煙癖じ

聯ゴ悌≒墾晦職範硬軸ミある超ま殖
　　　　　、，、、，鷲外派◇ぎli☆爆

轡㍉章1ビ㌘瞥曝獣琳僻φ堺享ラ
洩醸、そ麺晦姻勲岡遊疑羅年る蜘
騨睡，サそ嬢甑灘構幽己，勧

，工51一
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、高橋純；障害児の福祉に関する研究i

　臼）車椅子やカートなどでの移動が容易にできるよう　　　　　　　度に止めるる L 　． ！1ハ
1・課！li

に，主要な動線部分は固い平坦な仕上げでぺ一ブメソト　　　　　　　ラ’トと悉ルを設け・くぐり抜けやかくれ

される必難る・　　　　　　－／二攣びを？け加える・
㈲鞭な起伏や炉ブを謝遊びなカ｛らまた遊界、｝．、／2・．図卸一く第脚

間を移動すること自隼が楽しく変化のあるもの力饗で浴疎材一R瑠惣よ集躰材1』
、、．ある．　　　　　／』・今／世　　ゆ廼バ〔舷 「∴
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　　　　　、ハ　滑走面は短かくし，畏時間のスピード　　　　　　　ないもの。
　　　　　感から来る病理的反射運動をお・こさない程　　　　　　　　ハ　フックにかけるものをブラソコ以外

　第18図　 シーソー（図一3）

　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巌手は手のひらだけで身体全体をささえられ蔵いので
　　　　　　　　　　　　　　　　　 イ、 ・…　　　　　　隔うででかかえこめうように犠　！
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高橋他＝障魯児の福祉に関する研究

第21図砂場（図一6）

＝γクリr卜

r矯■

　　　　｝＝’・ン 騒

1i扇　　　　÷…

　　　　　’N
韓盗

木又はゴムサポF卜

（　 　　　　　　　　　　　　　　　　ブレイテーブルとして使えるようにするo

．螂ノ・　　’艸’㈹＝ ”9
F

　　　欄 M撚・一　　．愚．”
　　　説　．、．鰹　’謹　　高　’・　　　　裾
　　　　　　　　、　鵠一

試’

お　　．塾　臼

哩
昌oo
｝ θ

、　冨一

ノγスリ7プ付践ローブ3

＆♂以下

oP
oり

｝o
り
ト

．難’

650

＆、

噸

聖、600以上

く国一6）　砂　　場

　　　　に，よじ登り棒やラダーなどを用意し，別

　　　　の遊びをつげ加えることができるようにす

　　　　る。

4，クレー穿一（第20図）

　素材一コンクリート又はゴム質系防水シート

　特色一イ　クレーターとして，斜面のスライダー

　　　　遊びや車椅子，ローラースケート，カート

　　　　などでも中に入いれる浅いものとし，斜面1

　　　　 を使った車の遊びが可能となる。

　　　　ロ　夏には，浅い水をため，ジャブジャブ

　　　　池的な遊びが可能となる。

　　　　ハ　クレーター内部にウレタソマット又は

　　　　空気マットを敷き，クレーターエッジから

　　　　マットの上に乗り易くすることができるの

　　　　で，マット遊びが可能となる。

5．砂場（第21図）

　素材一周囲はコソクリート

　　　　車椅子利用部分のプレイテーブルエッジ

　　　　は，木またはゴムサボート，スローブはZ

　　　　ソスロ」ブつぎ

　特色一イ1砂場は創作的遊戯の最適な遊び場だ

　　　　が，車椅子利用者は砂場内に入れないた

　　　　め，外からも使えるように考える。

　　　　ロ　砂場のエッジ部分を広げ，プレイテー

　　　　ブルとして使えるようにし，砂場の中の子

　　　　供と一緒に遊べるようにする。

　お わりに

　今回の研究をふり返ってみて1障害児の福祉というこ

とが，意外に最も身近かな問題についても無視され，等

閑視されてきていたことが癖切に感じられた。 その最も

タい例が，r今回の研究の対象ζなった遊具であろう。彼

等にとって，遊びを充分に満足のゆくまで楽しむこと

、は，当然の権利であり，そうした経験がなくしてや身の

健全な兜達なり，健康の維持ということは不可能なはず

である。にもかかわらず，従来，障害早を対象にした遊

具につ那て，社会の人々の関心はなき鱒等しかったと言

えよう。今回の研究は，まだまだその端緒の段階にある1

ものといえるもので，障害児の遊びに対する強い二一ド

の存在を知ったし，その二一ドに応え，二一ドを充分に

満足させるに足る遊具の実現の必要性を痛感させられ

た」今後も更に今回の研究で得た結果を発展させ，障害

児が楽しし、遊び本来の喜び，を経験できる遊具の開発臼

に努力したいし，努力することが，我々に課せられた義

務といえよう。
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